
令和４年度第４回士別市社会教育委員の会議議案

□と き 令和５年３月20日（月）15時10分

□ところ 士別市役所 ３階 議場

１ 開 会

２ 挨 拶

３ 報告事項

（１）令和５年士別市教育行政執行方針について 資料１

（２）生涯学習情報センターの運営状況について 資料２

４ 協議事項

（１）令和５年度士別市社会教育事業計画について 資料３、資料４

５ 研究活動

（１）研究活動総括 資料５

（２）意見交換

６ 閉会



























士別市生涯学習情報センター利用状況（年度毎比較）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 年合計
30年度 189 212 228 236 218 188 217 205 206 182 219 218 2,518
31年度 191 191 210 221 205 194 236 242 192 182 187 73 2,324
R2年度 117 56 156 181 176 204 213 173 167 145 174 214 1,976
R3年度 174 86 103 169 149 89 185 181 157 132 154 164 1,743
R4年度 151 152 179 175 163 153 169 168 143 124 167 0 1,744

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 年合計
30年度 4,301 4,272 4,430 5,966 5,944 4,444 4,875 10,084 4,804 4,440 4,964 4,758 63,282
31年度 4,058 3,636 3,995 5,630 4,991 4,374 5,279 7,454 4,051 4,293 4,173 2,481 54,415
R2年度 1,885 1,055 2,478 3,072 3,390 3,398 3,514 3,135 3,122 3,040 3,080 4,040 35,209
R3年度 3,237 1,869 1,540 2,712 2,361 1,392 2,984 3,219 2,366 2,319 2,525 2,658 29,182
R4年度 2,463 2,865 3,127 3,581 2,861 3,056 3,268 3,962 2,319 2,420 2,915 0 32,837

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 年合計
30年度 42,955 42,615 54,585 48,475 51,285 45,130 53,570 26,930 32,660 31,295 40,215 44,540 514,255
31年度 51,975 44,915 52,845 40,895 54,965 42,825 46,520 49,610 35,210 35,695 41,705 16,135 513,295
R2年度 15,550 2,265 26,830 28,875 29,145 36,800 38,645 40,190 22,735 19,330 25,915 31,630 317,910
R3年度 33,775 12,225 7,910 25,045 25,320 2,450 29,945 36,775 26,135 19,655 21,915 24,295 265,445
R4年度 22,040 22,930 28,295 28,870 22,420 23,085 27,150 27,770 22,365 16,215 19,800 0 260,940

※平成２２年度より「利用件数」及び「利用人数」には図書館入館者が含まれている。
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　子どもについて 回答（検討事項や次年度への取組反映状況） 回答課

多くの大人と子どもが関わるのは健全育成上望ましいと考える。
各種社会教育事業では、講師となる大人と子どもの接点の機会を作るようにしている。今後も多くの大人が子供の教育に関わる
事業計画を進める。

社会教育課

社会や人間関係を学ぶ場として、宿泊をするチャレンジスクールは
貴重な場である。

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、令和２年から令和４年まで実施を見送っている。
課題や運営体制も含め、より効果的な事業となるよう実行委員会と協議を重ねていく。

中央公民館

海外留学をした子は、日本のすばらしさに気づき、学び直すと聞
く。多くの子が市外に出る士別市においても、より一層のふるさと
教育が必要である。

しべつ土曜子ども文化村にて、士別市の職業、文化、自然、歴史を体験しながら学習する機会を継続的につくり、ふるさとを愛
する士別っ子の育成を続ける。

社会教育課
中央公民館
博物館

小学生、中学生、高校生が世代を超えて交流する機会が子ども会な
どであったが、今はその機会が減少している。

チャレンジ寺子屋では、小学生と高校生の交流機会をつくっている。
今後は、リーダー養成事業などと連携した中学生の参画を検討する。

社会教育課

ＰＴＡ活動も縮小され、子どもだけでなく、親たちのつながりも薄
れている。活動・交流の中で、子どもの成長とともに大人も学び得
ることが多くあり、その経験が家庭教育に反映されることもある。

次年度は、家庭教育に関する研修を実施予定。講演などを通して、家庭教育支援を行う。 社会教育課

幼少期は失敗体験があってもいい。文化村などで、低学年から体験
する機会があってもいいのではないか。

土曜子ども文化村は小学４～６年生を対象に実施しているが、低学年が参加することで、学習能力の差が広がり、講師の負担が
増えることから、今後も現在の対象で実施する。
なお、ふるさと自然歴史体験館では、指導内容や会場のキャパ等、条件が許せば一部低学年の参加を募っている。安全管理や学
習支援のために、保護者同伴を条件としており、今後も可能な限り幅広い年齢層が参加できる体制構築を継続する。

社会教育課
中央公民館
博物館

子どもがいない家庭には、学校や子どもの情報が入ってこない。
新聞を取っている場合は、地域の「学校だより」が届く。
また、一部地域では、コミュニティ・スクールの地域コーディネーターが主体的に通信を作成し、学校と地域の連携協働の状況
を広く周知している。

学校教育課
社会教育課

多寄地区では、学校やコミュニティ・スクールの通信が配られ、学
校事が周知される。子どもと一緒に行事などに参加することは心が
洗われる。子どもを通じて、地域のコミュニケーションがとれる。

子どもが頑張っている姿を地域に見せたい。子どもの成長にも繋がる。

　地域部活動について 回答（検討事項や次年度への取組反映状況） 回答課

対象となる各種団体にほとんど情報が届いていない。決定事項では
なく、検討段階からすり合わせる必要があるのではないか。

関係者、地域住民への説明を行い、指導者、保護者、学校、相互の
協力体制を構築するために理解してもらう必要がある。

種目ごとに現状と課題は異なることから、一堂に集まって課題をま
とめるだけではなく、種目ごとで関係者が話し合い、課題整理が必
要ではないか。

小学生のうちから、スポーツ、文化ともに体験する機会を多く作
り、
児童生徒の興味・関心を引き出す活動が必要である。

学校教育との兼ね合いから、指導方針や教育にどのように関われば
いいのか、やりづらさ、難しさを感じる。

回答（検討事項や次年度への取組反映状況） 回答課

自分の所属している団体を始め、多くの文化団体に若い人の入会が
あれば、世代間の交流につながり、しいては地域の活性化の一翼を
担う手助けになれば嬉しい。

サークルメイトの発行、および市HPでの公開などで、社会教育団体を紹介する。
また、社会教育団体の展示活動の周知の支援を検討し、多くの市民に団体の活動を知ってもらう機会を創る。

社会教育課

社会教育委員の意見への回答

　その他

学校運営協議会の協議では、学校と地域の協働活動に対する期待の声が出ている。
今後、児童生徒の健全な成長や教育を提供するために協議を促進し、
「地域とともにある学校」「学校を核とした地域づくり」の両面から推進する。

学校教育課
社会教育課

（令和５年度士別市教育行政執行方針より）
『部活動に関わって、本市ではこれまで、拠点校方式の導入・拡充やガイドライン等の適宜改定に努めてきたところですが、新
年度からは国が示している「段階的な地域移行」に向けて検討していくことになります。
昨年12月には、スポーツ庁と文化庁の連名で「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方に関する総合的なガイドライン」
が示され、北海道教育委員会においては「北海道部活動の地域移行に関する推進計画」が年度内に策定される見込みです。これ
らの内容を踏まえる一方で、本市における現状や活動の分野・種目の特性を踏まえ、今後の子どもたちのスポーツ・文化活動の
あり方について、その連続性も考慮しながら、士別市として最適と考えられる形態を模索していくことが必要と考えています。
このため、学校、ＰＴＡ、各スポーツ団体や文化団体、さらには地域も含めて、多様な視点と協力体制を念頭に置いた協議会を
令和５年度に設置し、具体的な検討・協議を進めていきます。』

２月１４日には北海道教育大学岩見沢校山本教授を講師に、「今後の部活動を考える市民セミナー」を開催し、69名（うち社会
教育委員８名）が出席し、制度や仕組み、考え方について共通理解を図った。

学校教育課
合宿の里・スポーツ推進課

社会教育課
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②番号 ③事業名 ④担当 ⑤事業内容 ⑥対象
⑦参加人数
実施回数 ⑧成果・課題

⑨想定
人数/回数

⑩予算
（千円） ⑪令和５年度の変更点および実施内容

１ 社会教育関係職員研修 社会教育課
社会教育関係職員が、事業計画や市民ニーズの重要性を学ぶ
研修を行い、実務力向上を図る。

社会教育関係職員
延べ22名
３回

【成果】担当者同士で他事業の取組や課題を交流できた。
【課題】研修内容を十分に活用する機会がなかった。

延べ50名
４回

15
新しく社会教育行政に携わる職員への基礎的な研修の実施と
事業実施の計画構想の演習などを行う。

１
士別市小学生みよし市派遣交流事

業
社会教育課 友好都市のみよし市へ小学６年生を派遣 小学6年生

子ども12
引率4

【成果】感染対策を徹底したことで、体調不良を訴える児童
　　　　はいなかった。
【課題】・定員を超える申し込みがあった場合の選定方法
　　　　・研修内容の検討

18名 1,048 参加人数を対象児童数における割合に変更

1
「オリンピアン教室」

or
「オリンピック教室」

合宿の里・スポー
ツ推進課

オリンピックムーブメント推進の一つとして、市内中学生に
「オリンピズム」や「オリンピックバリュー」について学習
する機会を提供し、学校生活や日常生活など、今後の成長に
生かしてもらう。

士別中学校２学年
士別南中学校２学年
上士別中学校全学
年
朝日中学校全学年

141名

【成果】「オリンピズム」や「オリンピックバリュー」につ
いて学習する機会を提供できたとともに、オリンピックに出
場するまでのバックグラウンドを知る機会を提供することが
できた。
【課題】オリンピアンに限らず、パラリンピアンの話を聞く
機会を提供すること。

131名 251

１ はたちを祝う会開催事業 社会教育課
20歳という人生の節目を迎える方を市全体で祝い励ますとと
もに、成人としての自覚をあらためて促す機会とする。

20歳の方 125名

【成果】オンラインを活用した参加申込による経費削減及び
利便性の向上
【課題】アトラクション・記念行事・式典など地域協働の推
進

150名 235
令和４年度から名称を「士別市はたちを祝う会」に変更し開
催。

2 士別まちづくり塾事業　　 社会教育課
市内の概ね２０歳代及び３０歳代の男女が、まちづくりに向
けての学習活動を行い、市の将来を担う人財の育成を行うこ
とを目的に開催する。

１８歳～３０代の市民 11名
【成果】初対面の塾生が、士別市を学び、交流が盛んに行わ
れている。
【課題】全塾生が揃ったことがない。

11名 309
令和４年度塾生の後期の活動を実施予定。
自主企画まちづくり活動を計画、実施する。

3 子ども議会開催事業 中央公民館
市内中学生の「まちづくり」への興味・関心を育み、子ども
の自由な発想を生かした意見・要望を市政に反映させる。

中学生
７名
１回

【成果】市内中学生が自由な発想による意見・要望を議会の
場で発言できた。
【課題】質問項目が11回も実施すると重複することが多い。
子ども議員と担当者が１組となりそれぞれの組で質問通告書
を作成するため、互いの進捗確認や交流ができないため、中
間発表の場を設けたい。

8名 165 市内中学生の子ども議員からの意見や要望を市政に反映する。

4 こども夢トーク事業 中央公民館
子どもたちが市長と夢や未来への希望を語り、好奇心・探究
心を高め、子どもたちの持つ豊かな可能性を広げる。

士別中学校生徒
多寄小学校生徒

７名
８名

【成果】子ども議会との差別化を図るため、市長と直接語る
ことに重点を置き、ディスカッション形式に変更した。
【課題】

小・中学校
２～３校

36 士別小学校、温根別小学校、上士別小学校で実施予定。

１ チャレンジスクール補助事業 中央公民館
望ましい生活習慣・学習習慣定着を目指して、3泊4日の宿泊
体験活動

小学4年生 中止
【成果】
【課題】しばらく開催できておらず、事業を知る人が少な
い。

20名 420

２ チャレンジ寺子屋 社会教育課

長期休業中の望ましい学習・運動習慣定着を目的とした学
習・体験活動を提供する。
高校生が主体的に参画できるような事業作りを推進する。
【体験内容】
　（夏）・イングリッシュゲーム　・アダプテッドスポーツ
　　　　・脱出ゲーム
　（冬）・おなか元気教室　・冬の外遊び　・交流ゲーム

小学３～６年生
翔雲高校生徒

児童
延べ119名
高校生
延べ35名
（全6日）

【成果】事業目的の他者との協働を実践する場面がつくられ
た。
【課題】・１日のみ参加など、事業目的とは異なる参加実態
　　　　・限られた期間での学習・生活習慣の定着に向けた
　　　　　プログラムづくり
　　　　・より主体的に高校生が参画する事業づくり

400名 108 周辺地区での体験活動の充実

３
しべつ土曜子ども文化村

職業体験館
（名称変更予定）

社会教育課
土曜日に子どもたちに職業体験の機会を提供する。
市広報紙にて、参加児童の感想や写真の連載を行う。
今年度、登録児童は8名。

小学４～６年生
延べ36名
（6回）

【成果】広報掲載という学習成果発表の場があったことで、
　　　　児童が意欲的に学んだり、質問する姿が見られた。
【課題】より多くの児童が参加しようと思うプログラムづく
り

延べ90名 103 より多くの児童が希望する体験に参加できる仕組みづくり

４
しべつ土曜子ども文化村

文化体験館
（名称変更予定）

中央公民館 芸術や文化を愛する心を育て、豊かな情操を養う。 小学４～６年生
延べ52名
６回

【成果】普段の生活では体験できない内容を提供することが
できた。
【課題】体験内容がモノづくりに偏っていた。

延べ90名 127
音楽体験を取り入れ、内容を幅広いものにする。
より多くの児童が希望する体験に参加できる仕組みづくり

社　会　教　育　事　業　　　報　告・計　画

実績 計画

１．学校教育

（２）組織力と連携の強化のもとでの学校教育の推進（教育委員会全課）

（３）地域資源を活かし郷土愛を育む教育の実践（学校教育課・社会教育課・給食センター）

（４）外部人材や企業の協力による体験的学びの提供（学校教育課・スポーツ推進課）

２．社会教育

（１）次代を担う人材の育成とまちづくりへの参画意識の醸成（社会教育課・中央公民館）

（２）子どもの体験活動の充実と望ましい生活習慣の定着（社会教育課・中央公民館）

資料４
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②番号 ③事業名 ④担当 ⑤事業内容 ⑥対象
⑦参加人数
実施回数 ⑧成果・課題

⑨想定
人数/回数

⑩予算
（千円） ⑪令和５年度の変更点および実施内容

社　会　教　育　事　業　　　報　告・計　画

実績 計画

資料４

５
しべつ土曜子ども文化村
ふるさと自然歴史体験館

（名称変更予定）
博物館

　有意義な土曜日を過ごすため、地域人材を活用し、文化活
動を中心とした体験活動を提供する。

小学４～６年生 92名
【成果】新たな興味・関心に繋がるなど、概ね好評であっ
た。
【課題】学年による差、マンネリとならないような工夫。

延べ90名 163
　市内小学生が、郷土の自然や歴史について体験をする機会を
提供する。
より多くの児童が希望する体験に参加できる仕組みづくり

６ 子ども会リーダー養成講習会　　　　　　　　　　　　　中央公民館

士別市子ども会連絡協議会との共催。リーダーとして必要な
基礎知識や技術の向上、さらには野外活動での体験学習を実
施することにより、多くの経験と活動の幅を広げ、地域子ど
も会の活性化を図る。実施にあたっては、1市2町合同ジュニ
アリーダー研修会の参加をもって、講習会とする。

小学５・６年生 中止
【成果】
【課題】事業中止による初級・上級リーダーの認定が停滞し
ている状態である。

10名 5

７
子ども会リーダー
ＳＩＮＣ交流研修会　　　　　　　　　　　　　

中央公民館
ＳＩＮＣリーダーとしての指導力向上と仲間との交流を行
う。

子ども会リーダー「ＳＩＮＣ」

【成果】
【課題】ジュニアリーダー同様認定が滞っているため、人数
がほぼいない状態である。

3名 0

８
１市２町合同

ジュニアリーダー研修会
中央公民館

１市２町の小学５・６年生がリーダーとして必要な知識や技
術の向上、さらには体験学習を実施することにより、友情の
輪を広げ、地域子ども会の活性化を図る。

小学５・６年生
２名
１回

【成果】１市２町の小学５年生がリーダーとして必要な知識
や技術の向上、さらには体験学習を実施することにより、友
情の輪を広げ、地域子ども会の活性化を図ることができた。
【課題】今後もリーダー事業として実施するか、児童参加事
業とするかなど、その取り扱いを検討している。

30名 58

９ 他町子ども会リーダー交流事業 中央公民館
他市町リーダー研修会に参加し、子ども達の交流の輪を広
げ、子ども達の成長を図る。

中止

【成果】
【課題】シニアリーダー(SINC)の人数が低迷しているため参
加者の確保ができないうえ、他市町も同様の現状があり、今
後の継続について検討を行っている。

3名 73

１０
公民館講座（博物館連携講座）

「川の生きものさがし」
上士別公民館

博物館との連携講座
川に住む生きものに関する興味を喚起する

小中学生・保護者
【成果】日程調整が合わず中止
【課題】

20名 0

１
高齢者学習推進事業

九十九大学
学び舎「つくも」

中央公民館

「集い・学び・交流」をとおして高齢者の生きがいづくりを
推進するとともに、同世代の広い繋がりを構築することを目
的として、基礎講座と自主企画活動を実施する。
なお、九十九大学は、本事業と統合して実施する。

６０歳以上の市民
延べ940名

26回

【成果】登録者へのアンケート結果から、各講座に対する評
価は比較的高く、対象者のニーズに沿った事業を展開できた
と考える。
【課題】登録者にとって、「楽しめる場」となってはいる
が、学んだ結果、地域活動へ還元するには至っていない。
あさひクラブとの連携を試みたが、今のところ参加希望者は
０名となっており、ニーズは低いと推察する。

80名 874

２
朝日公民館講座
あさひクラブ

地域教育課
・ヨガ教室
・公共施設訪問
・生活関係講座(悪質商法・環境問題)

あさひクラブ登録者
※朝日地区在住の
満６０歳以上の方

4回
29名

【成果】いきいきサロン参加者にも参加を呼びかけ実施した
【課題】高齢化による登録者数の減少

延30名 5

３ 高齢者健康講座 多寄公民館 健康に関する学習をする。 65歳以上の市民
【成果】2月27日実施予定
【課題】

8名 - 高齢者に興味をもってもらえるような講座を計画する。

４ 第30回町民ゲートボール大会 温根別公民館
高齢者の体力づくりと親睦を目的として開催（スポーツクラ
ブと共催）

温根別町民（高齢者） 16名
【成果】
【課題】

15名 10

１

社会教育・生涯学習資料作成
「サークルメイト」
「生涯学習ガイド」
「まなび☆ガイド」

社会教育課
市内サークルや施設、提供可能な体験活動の一覧を作成し、
学校や地域の学習、体験活動を促進する。

全市民

【成果】隔年発行するサークルメイトにより市民に幅広く生
涯学習情報を周知することができた。
【課題】サークルメイトWeb版の掲載内容（代表者名・連絡
先）の検討が必要である。

5 まなび☆ガイド更新予定

２
市民自主企画事業
（ﾏｲﾌﾟﾗﾝ･ﾏｲｽﾀﾃﾞｨ）

中央公民館
市内の各種団体やサークルが、市民を対象に自主的に企画し
た学習事業費の一部を支援し、学習機会の拡大及び団体等の
活性化を図る。

市民団体等
４団体
56名

【成果】市民団体の活性化、学習意識の向上が図られた。
【課題】単発の事業にとどまることなく、団体等の自立に繋
げることが課題。

２団体
30名

227 事業周知のため、広報・HPなどに掲載する。

３ 地域づくり講演会 多寄公民館

地区ＰＴＡと公民館との共催による講演会の開催
　演題　「買い物環境づくりと買い支え」
　講師　日本医療大学総合福祉学部ソーシャルワーク学科
　　　　（前名寄市立大学）松浦　准教授

市民 22名
【成果】参加者は幅広い年齢層となり、地元の買い物環境や
交通手段について考えるきっかけとなった。
【課題】

50名 30 講演の内容について検討

４ 生涯学習フェスティバル 図書館
生涯学習の成果・発表の場を提供し、創作・創造活動への関
心を高め、生涯学習活動の推進する。

全市民 320名

【成果】文化協会との共催による作品展示のほか、20周年記
念写真展を実施。
【課題】感染症拡大を防止のため芸能発表、各体験会を中
止、縮小開催とした。

350名 72
創作作品の展示は継続実施。
文化活動（開会式・芸能発表・カラオケ発表）、各体験会の
開催を計画する。

（３）魅力ある高齢者の学びの場づくりと活動の推進（中央公民館・地域教育課）

（４）市民の主体的学習活動の促進（社会教育課・中央公民館・地域教育課・生涯学習情報センター）
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②番号 ③事業名 ④担当 ⑤事業内容 ⑥対象
⑦参加人数
実施回数 ⑧成果・課題
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実績 計画

資料４

１ 指定文化財保護及び史跡整備 社会教育課 指定文化財及び史跡の保守・管理
【成果】屯田兵屋内人感センサーライト設置、室積徂春句碑
案内看板修繕よる環境整備
【課題】無形文化財や郷土芸能等の保存・継承

322 多寄遺跡案内看板の破損による更新

２ 日向想い出の森親交会 多寄公民館
日向森林公園句碑の管理（草刈り　6/12、6/20実施）
総会：多寄研修センター（書面総会7/30）

市民
【成果】
【課題】

- 墨入れ、日向森林公園の草刈、総会の実施

３ 温根別子ども太鼓教室 温根別公民館 温根別太鼓の継承を目的として開催 温根別小学校児童 5名
【成果】
【課題】

7名 5

４ 主催講座の開催 博物館
各種博物館講座の実施（地質めぐり、古文書講座、サイエン
スフェスティバルなど）

全市民 370名
【成果】郷土の自然や歴史について、多岐にわたり学習する
機会を提供できた。
【課題】周知方法の改善。適正な募集人数や時間配分。

350名
　郷土の自然や歴史に関する多岐にわたる内容の学習機会を提
供するため、博物館講座を実施する。

５ 出前講座の開催 博物館 市内学校や、市民の依頼による特別講座などの開催 全市民 354名
【成果】郷土の博物館行っている事業を、出張講座により紹
介できたことで、博物館利用者の掘り起こしができた。
【課題】学校以外での利用増に向けた取り組み

400名
　教育普及活動や博物館の利用促進のため、市内学校など、
さらなる利用促進に努める。

１ 市民クロスカントリー大会
合宿の里・スポー

ツ推進課

クロスカントリーを通じて、健康づくりと生涯スポーツの推
進を図る。
令和４年９月17日開催

全市民 149名
【成果】市民の運動機会や多世代間の交流機会を提供するこ
とができた。
【課題】中学生以上の参加者増

200名 326

２ 総合型スポーツクラブ推進補助
合宿の里・スポー

ツ推進課

生涯スポーツ社会の実現を目指して、本市の重要施策として
「総合型地域スポーツクラブ」を位置づけ運営委員会を主体
として各種事業を展開し、市内４地区において地域の特性を
生かした独自のスポーツクラブ推進を目指す。

会員市民

【成果】各地区で実施されたスポーツクラブ事業に会員や一
般市民が参加し、スポーツに親しみ健康増進につながる取組
ができた。
【課題】会員の減小、事業のマンネリ化、事業費の財源確保
など

1,000名 2,560

３ 2022士別市チャレンジデー
合宿の里・スポー

ツ推進課

市民全員対象の１日１５分以上の継続した運動をした人数を
競う世界規模のスポーツイベント。
令和４年５月25日開催。

全市民 5,336名

【成果】各団体の協力によりボッチャ大会やウォーキングな
どのイベントを実施するなど運動参加へのきっかけづくりに
取り組んだが、参加率が30.2％と目標の47％に届かなかっ
た。
【課題】日常の生活における運動習慣を定着させ、市民の健
康が高まること。

0名 0

チャレンジデーの参加によって、市民の運動への意識を高め
るきっかけになったものの、当初の目的である運動習慣の定
着を重点においた取組に変更する。（チャレンジデーには参
加しない）

４ 第66回町民体育の集い 上士別公民館 町民の親睦交流を目的として開催（スポーツ協会との共催） 町民・東高校
【成果】新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止
【課題】

200名 0

５ 子ども水泳教室 上士別公民館
水泳技術の向上と、体力づくりを目的として開催（ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ
との共催）

小中学生 延19名
【成果】
【課題】

45名 3

６ 町民ﾊﾟｰｸｺﾞﾙﾌ大会 上士別公民館 町民の親睦交流を目的として開催 町民 12名
【成果】
【課題】

20名 1

７ 子どもスキー教室 上士別公民館
スキー技術の向上と、体力づくりを目的として開催（ｽﾎﾟｰﾂｸﾗ
ﾌﾞとの共催）

小中学生 延25名
【成果】
【課題】

45名 8

８ 町民冬季ｽﾎﾟｰﾂ大会 上士別公民館 町民の親睦交流を目的として開催 町民
【成果】新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止
【課題】

50名 0

９ 町民スキー教室 多寄公民館
多寄町スキー協会と共催。スキーへの体験・理解と共に親睦
を図る。

町民 延べ44名
【成果】地元のスキー場で丁寧な指導のもと楽しく学び、健
康の増進を図ることができた。
【課題】

15

１０
温根別公民館長杯
パークゴルフ大会

温根別公民館
町民の親睦交流を目的として開催（スポーツクラブと共催・
神社祭典委員長杯と合同開催）

温根別町民 12名
【成果】
【課題】

15名 10

１１ 温根別町民卓球教室 温根別公民館
卓球技術の向上と親睦を目的として開催（スポーツクラブと
の共催）

温根別町民 7名
【成果】
【課題】

15名 0

１２ 子どもスキー教室 温根別公民館
スキー技術の向上を目的として開催（スポーツクラブ・子ど
も会と共催）

温根別（小中学生） 9名
【成果】
【課題】

15名 23

（５）地域の伝統文化や歴史を学ぶ機会の充実（社会教育課・地域教育課・博物館）

３．スポーツの振興

（１）市民皆スポーツの実現のための機会づくり（スポーツ推進課・地域教育課）

342
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１３ 第57回朝日体育まつり 地域教育課
士別市朝日地区市民のスポーツ活動と、その生活化を促進す
るとともに他地域市民相互連帯感の高揚を図る　
後援：士別市・士別市教育委員会

町民
【成果】新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止。
【課題】

390

１４ 第43回町民駅伝大会 地域教育課

町民のスポーツ意欲高揚とその活性化を図り、合わせて相互
連帯感
を促進する
後援：士別市教育委員会　地域教育課

町民 34名
【成果】
【課題】

90

１５ 2022朝日町民マラソン 地域教育課
町民のスポーツ意欲高揚とその活性化を図り、合わせて相互
連帯感
を促進する　後援：朝日公民館

町民 24名
【成果】
【課題】

１６ 第60回町民冬季スポーツ大会 地域教育課
朝日地区市民の冬期間の体力向上と相互連帯感の高揚を図る
後援：士別市・士別市教育委員会　

町民
【成果】新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止。
【課題】

86

１
ホクレン・ディスタンスチャレン

ジ士別大会
合宿の里・スポー

ツ推進課

日本陸上界における中･長距離を代表とするトップアスリート
選手強化及び人材発掘･育成を目的に大会を開催。道内５会場
で実施。
令和４年７月２日開催

日本陸連登録選手 186名

【成果】日本陸上長距離の競技力向上に寄与するとともに、
３年ぶりに観客を入れることができ、市民にスポーツを親し
んでもらう機会を創ることができた。
【課題】シリーズ５大会のなかで、士別大会の参加者が最も
少ないことから、より多く選手に参加してもらうこと。

350名 889
従来のトラックレースに加え、参加基準を満たすことができ
ない実業団選手の強化を視点に開催地主催のトラックレース
の開催に向け日本陸連と協議を進めている。

２
サフォークランド士別
ハーフマラソン大会

合宿の里・スポー
ツ推進課

トップランナーから家族による参加まで道内外の多くの方々
に親しまれる大会として開催。ハーフマラソン、10km、
2.1km、ファンラン（2.1km）を実施する。
令和４年７月24日開催。

1,726名

【成果】感染対策により市民、参加者、関係機関に負担を掛
けることになったが、理解と協力により開催できた。コロナ
前の2019年大会を上回る参加があり、走る喜びを感じてもら
える大会となった。
【課題】より多くの参加者増。（特に市内参加者）

1,700名 6,300
スタート時間の変更、制限時間の延長、５㎞種目の復活、
ハーフマラソンコースの一部変更

３ オリンピックデーラン士別大会
合宿の里・スポー

ツ推進課

オリンピック・パラリンピック選手とともに幼児から高齢者
まで緑豊かな自然の中でウォーキングを楽しみながら、オリ
ンピック精神の普及啓蒙を図る。
令和４年９月３日　スポーツ教室
令和４年９月４日　オリンピックデーラン開催。

315名

【成果】オリンピアンやパラリンピアンとの交流や様々なス
ポーツをとおして、スポーツの楽しさや面白さなどを知って
もらう機会を提供できた。
【課題】スポーツの持つ価値を多くの方々に知ってもらうた
め、地域にあったイベントの企画運営を行うこと。

800名 942

これまでのＪＯＣ主催のオリンピックデーランではなく、発
展的に実行委員会を編成し、新たな形でオリンピック・ムー
ブメントを推進する。（オリンピックデーランではないオリ
パラムーブメント事業を行う）

再掲
「オリンピアン教室」

or
「オリンピック教室」

合宿の里・スポー
ツ推進課

オリンピックムーブメント推進の一つとして、市内中学生に
「オリンピズム」や「オリンピックバリュー」について学習
する機会を提供し、学校生活や日常生活など、今後の成長に
生かしてもらう。

士別中学校２学年
士別南中学校２学年
上士別中学校全学
年
朝日中学校全学年

141名

【成果】「オリンピズム」や「オリンピックバリュー」につ
いて学習する機会を提供できたとともに、オリンピックに出
場するまでのバックグラウンドを知る機会を提供することが
できた。
【課題】オリンピアンに限らず、パラリンピアンの話を聞く
機会を提供すること。

131名 251

１ スポーツ合宿事業（各種）
合宿の里・スポー

ツ推進課
スポーツ合宿における環境整備などを進める。

【成果】コロナ禍前の合宿者数までは回復してないものの前
年よりは回復傾向にある。
【課題】交流人口の拡大を図る取組を合宿の里士別推進協議
会をはじめ、市民総意の合宿地づくりを進める。

― 10,916

再
掲

「オリンピアン教室」
or

「オリンピック教室」

合宿の里・スポー
ツ推進課

オリンピックムーブメント推進の一つとして、市内中学生に
「オリンピズム」や「オリンピックバリュー」について学習
する機会を提供し、学校生活や日常生活など、今後の成長に
生かしてもらう。

士別中学校２学年
士別南中学校２学年
上士別中学校全学
年
朝日中学校全学年

141名

【成果】「オリンピズム」や「オリンピックバリュー」につ
いて学習する機会を提供できたとともに、オリンピックに出
場するまでのバックグラウンドを知る機会を提供することが
できた。
【課題】オリンピアンに限らず、パラリンピアンの話を聞く
機会を提供すること。

131名 251

（２）各種スポーツイベントの充実とあり方の検討（スポーツ推進課・地域教育課）

（３）各種スポーツ教室やオリンピック教室等の開催（スポーツ推進課）

（４）合宿受入れ体制の充実（スポーツ推進課・地域教育課）

（５）トップアスリートと市民との接点づくり（スポーツ推進課・地域教育課）
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②番号 ③事業名 ④担当 ⑤事業内容 ⑥対象
⑦参加人数
実施回数 ⑧成果・課題

⑨想定
人数/回数

⑩予算
（千円） ⑪令和５年度の変更点および実施内容

社　会　教　育　事　業　　　報　告・計　画

実績 計画

資料４

１
市民総合文化祭
中央地区会場

中央公民館
市民が日常で取り組む文化活動の学習成果の発表と作品を鑑
賞する機会を提供するために市民総合文化祭を開催し、市民
の文化活動に対する意識を高め、地域文化の向上を図る。

市民団体等
小・中学生

1,500名
【成果】コロナの影響から参加団体は少なかったが、文化芸
能の発表機会の創出及び活動の推進が図られた。
【課題】参加団体の固定化・高齢化が課題。

1,500名 330 新型コロナウイルス感染対策を行い実施。

２
市民総合文化祭
上士別地区会場

上士別公民館
上士別地区のサークルや学校等の芸能活動発表および作品展
示

町民 125名

【成果】新型コロナウイルス感染拡大防止のため芸能発表は
中止となったが、作品展示は従前通りに開催することがで
き、町民の文化的活動を披露する場を提供できた。
【課題】

300名 120

３
市民総合文化祭
多寄地区会場

多寄公民館 作品展示会、芸能発表会、お茶会 市民 177名
【成果】文化活動の発表の機会と市民同士の交流を図ること
ができた。
【課題】

300名 50

４
市民総合文化祭
温根別地区会場

温根別公民館 温根別小学校学芸会と同日開催 温根別町民 59名

【成果】コロナのため芸能発表は中止となったが、2年間中止
となっていた作品展示は開催することができ、町民の文化的
活動を披露する場を提供できた。
【課題】

200名 115

５
市民総合文化祭
朝日地区会場

地域教育課 芸能発表・作品展示 町民
【成果】
【課題】

700名 150

６
中央公民館
公民館講座

中央公民館
現代社会に即応した各種講座を開催し、既存文化団体の育成
や新たなサークルの結成を促進するとともに、市民活動や文
化活動を通じて市民交流を図る。

全市民
【成果】
【課題】

4講座
60名

370

７
上士別公民館
公民館講座

上士別公民館

住民ニーズに基づく各種講座を実施し、さまざまな学習活動
を通じて地域での交流を図る。
　・そば打ち教室
　・クラフト工芸教室
　・切り絵教室（３月開催予定）

町民

【成果】（そば打ち）新型コロナウイルス感染拡大防止のた
め中止
　　　　（クラフト）小中学生の夏休み期間中に子ども向け
および一般向けの講座を同日開催。10月に４地区館合同講座
として開催。
【課題】

20名 45

８
多寄公民館
公民館講座

多寄公民館

住民ニーズに基づく各種講座を実施し、さまざまな学習活動
を通じて地域での交流を図る。
　・切り絵講座
　・手話講座

町民

【成果】（切り絵講座）未実施
　　　　（手話講座）市民から要望があった手話講座を７月
に３回開催した。
【課題】

20名 50

９ 温根別公民館講座 温根別公民館
住民ニーズに基づく各種講座を実施し、さまざまな学習活動
を通じて地域での交流を図る。
　・フラワーアレンジメント

町民
【成果】
【課題】

10名 20

１０ 朝日公民館講座 地域教育課

水泳教室（2日間）
書道教室
宣言タイムマラソン
新年書初め会（午前の部･午後の部）
基礎スキー教室（4日間）

町民
【成果】
【課題】

300名 369

１１
４地区館合同講座

「クラフト工芸教室」
（上士別地区）

上士別公民館 教養講座の一環として開催 全市民
【成果】
【課題】

40名 20 内容検討

１２
４地区館合同講座

「しめ飾りづくり講座」
（多寄地区）

上士別、多寄、
温根別、朝日

公民館
しめ飾りの手法を学ぶ。 全市民 5名

【成果】しめ飾りの基本技術を学び、自ら作ったしめ飾り
で、新年を迎えることができた。
【課題】

10名 10 内容検討

１３
４地区館合同講座

「ﾌﾞﾘｻﾞｰﾌﾞﾄﾞﾌﾗﾜｰｱﾚﾝｼﾞﾒﾝﾄ教室」
（温根別地区）

上士別、多寄、
温根別、朝日

公民館
フラワーアレンジメントを学ぶ。 全市民 12名

【成果】
【課題】

15名 20 内容検討

１４
４地区館合同講座

「藍染教室」（朝日地区）

上士別、多寄、
温根別、朝日

公民館
藍染の手法を学ぶ。 全市民

【成果】
【課題】

5名 5 内容検討

１５ ものづくり教室（異世代交流） 温根別公民館 ものづくりの楽しさや異世代交流を目的として開催 小学校児童・一般 18名
【成果】
【課題】

15名 10

４．文化・芸術の振興

（１）市民の文化・芸術活動の促進（中央公民館・地域教育課・生涯学習情報センター）
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②番号 ③事業名 ④担当 ⑤事業内容 ⑥対象
⑦参加人数
実施回数 ⑧成果・課題

⑨想定
人数/回数

⑩予算
（千円） ⑪令和５年度の変更点および実施内容

社　会　教　育　事　業　　　報　告・計　画

実績 計画

資料４

１
人材育成・文化振興事業
文化創作活動補助事業

社会教育課 各種文化団体に対する事業補助金の利用促進 市民 1団体
【成果】事業開催による文化芸術の振興
【課題】事業活用促進のための制度内容の市民周知

3団体 800

２ 学校開放（文化ゾーン） 社会教育課 社会教育団体への学校の特別教室開放 0名
【成果】
【課題】

0

３ 文集たよろ 多寄公民館 年１回の発行。次号40号 市民
【成果】
【課題】

- 年１回の発行。次号41号

４ 個人作品発表事業 多寄公民館 個々に作成された作品を展示し、鑑賞の場の提供。 町民
【成果】
【課題】

- 個々に作成された作品を展示し、鑑賞の場の提供。

５ 特別企画展の開催 博物館
「森脇啓好写真展」「流行病と士別」「日本版画協会巡回士
別展」「季節の行事展」

3,026名
【成果】一部会場を博物館以外とするなど、集客を工夫した
結果、多くの方に観覧いただけた。
【課題】一部、多くの方に観覧いただける開催時期の検討

2,000名
　従来、3年に一度開催している「日本版画協会巡回士別展」を、
90周年を記念して2年連続で開催するほか、「外来生物展」「タイム
カプセル～博物館収蔵の古文書」を実施する。

６ その他の特別展示活動 博物館
「多摩美術大学現代版画小品展」「道北地区博物館等連絡協
議会巡回展」「ミニ個展」

655名
【成果】士別出身者の絵画展示をミニ個展に誘導したこと
で、地域住民の事業参画と博物館利用者の増につながった。
【課題】ミニ個展の利用増

400名
「多摩美術大学現代版画小品展」「道北地区博物館等連絡協議会
巡回展」「ミニ個展」

７ ブックスタート事業 図書館
絵本の読み聞かせと親子のふれあい遊びを行い、説明を添え
た冊子と絵本を0才及び3才児へ贈呈する。

乳児、3歳児、保護者
見込
130名

【成果】0才ブックスタートを毎月1回、3才フォローアップを
毎月2回開催。
【課題】

130名 400

８ 各種よみきかせ会 図書館
絵本の読み聞かせにより、幼少期から本から得られる楽しさ
やあたたかさ、図書館への興味を持ってもらう。

乳幼児、保護者
見込
480名

【成果】よみきかせボランティアの協力をいただき、毎月1回
ブックスタート以外のよみきかせ会や、子ども読書週間、平
和推進事業など各種イベントでの絵本や紙芝居のよみきかせ
会を開催。
【課題】

500名 －

９ 読書通帳 図書館 読書通帳一冊で本30冊を目標とし、読書活動を推進する。 乳幼児、児童生徒
達成見込
20名

【成果】1冊たまるごとに景品と記念写真を贈呈。
【課題】

20名達成 －

１０ 読書感想文コンクール 図書館
市内小学校・中学校・高等学校の児童生徒を対象に学校図書
館協会と共催でコンクールを実施し、冊子を発行する。

児童生徒 385名
【成果】全道コンクールへ39名応募　特別賞2、優秀賞2、優
良賞5、学校賞1
【課題】

380名 148

１１ 文集・文芸誌発行 図書館
市内小学生・中学生の作品を募集し、文集しべつを毎年発
行。市民及び士別市ゆかりの方の作品を募集し市民文芸を２
年に１度発行。

児童生徒 172名
【成果】学習成果の発表や作品交流の場として文集しべつを
発行。
【課題】

170名 429 文集しべつのほか、市民文芸第28号を発行する。

１２ 学校ブックフェスティバル 図書館
道立図書館の大量一括貸出を活用し、子どもたちが多くの本
に親しみ、読書の楽しさや読みたい本を選ぶ楽しみにふれる
ことによる読書活動の普及を図る。

児童生徒 48名
【成果】多寄小学校、上士別小学校で開催。本の貸出しのほ
か、よみきかせ会や仕掛け絵本の展示を行った。
【課題】

50名 20 実施希望校を募り、１～２校で開催を計画する。

１３ 各種テーマ展示・特別展示 図書館
季節、時事に即した本の展示による図書館利用促進と読書活
動促進を図る。

全市民 随時
【成果】男女共同参画社会、道民の日・アイヌ関連、戦争と
平和 ほか。
【課題】

随時 －

１４ 各種教室 図書館
読書週間や季節にちなんだ体験会や工作教室を開催し、図書
館利用促進と読書活動促進を図る。

全市民 76名
【成果】手作り絵本教室、大型絵本づくり、ブックカバーか
け体験会　ほか。
【課題】

80名 124

１５ 各種映画会 図書館
読書週間や季節にちなんだ映画会を開催し、図書館利用促進
と読書活動促進を図る。

全市民 46名
【成果】午前中は子ども向け、午後は一般向けで開催。
【課題】

50名 －

１６ 古本・古雑誌リサイクルフェア 図書館
除籍図書や市民から寄贈された書籍などを無料で提供し、図
書館利用促進と読書活動促進を図る。

全市民 122名
【成果】市民からの寄贈本約600冊を含め、約1,200冊を提
供。
【課題】

120名 －

１７ 移動図書館車活動 図書館
図書館から遠隔の地域、小中学校保育園等へ巡回し、読書活
動の促進を図る。

全市民
運行
159日

【成果】市街巡回5コース毎月2回、学校等巡回4コース毎月1
回実施。利用促進のため、士別青年会議所事業「キッズチャ
レンジタウン」に合わせて移動図書館車開放を実施。
【課題】

運行
165日

－

１８ 共催事業 図書館
文化団体等との共催により事業を行い、図書館利用促進と読
書活動促進を図る。

全市民 235名

【成果】市民参加朗読劇「夏の雲は忘れない」、クリスマス
コンサート（ハンドベル・合唱）を開催。
【課題】朗読劇は感染症拡大を防止のため一度中止し、秋の
日程で開催。市民周知に課題が残った。

200名 －

（２）市民の自主的な文化事業への支援（社会教育課・地域教育課・図書館・博物館）

991
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②番号 ③事業名 ④担当 ⑤事業内容 ⑥対象
⑦参加人数
実施回数 ⑧成果・課題

⑨想定
人数/回数

⑩予算
（千円） ⑪令和５年度の変更点および実施内容

社　会　教　育　事　業　　　報　告・計　画

実績 計画

資料４

１ 地域学校協働活動の体制構築 社会教育課
学校を核とした地域づくりの推進のため、地域学校協働本部
の体制を構築、コミュニティ・スクールと一体的な推進を図
る。

全市民
【成果】新型コロナウイルス感染拡大防止対策を講じなが
ら、協議会ごとに工夫を凝らした活動を計画していた。
【課題】地域学校協働活動の理解と委員の主体的な参画

2,000名 5,683 更なる推進のための制度の理解促進、環境整備

２
温根別小学校
魚釣り体験支援

温根別公民館
温根別町民を講師に迎え、温根別小学校児童を対象とした魚
釣り体験をコーディネートする。

小学校児童 11名 12名

３
糸魚小学校、朝日中学校

総合学習支援
地域教育課

朝日の山野草を学ぶ
朝日の地層
市民の森自然散策
あさひの昔を語る会（3日間）
わら細工
茶道教室（2日間）
昔の遊び
R4年度より地域教育課にて、コーディネート

中学生
小学生

⑦参加人数
実施回数 ⑨成果・課題

⑩想定
人数/回数

⑪予算
（千円） ⑫令和５年度の変更点および実施内容

１ 下士別分館事業 中央公民館 地域住民の生涯学習活動を推進し、地域の活性化を図る。 一般 ２講座
【成果】各講座への参加により、市民交流と親睦が図られ
た。
【課題】講座内容の固定化、参加者数の減少。

25講座 127

２ 中士別分館事業 中央公民館 地域住民の生涯学習活動を推進し、地域の活性化を図る。 一般 ２講座
【成果】各講座への参加により、市民交流と親睦が図られ
た。
【課題】講座内容の固定化、参加者数の減少。

３講座 127

３ 武徳分館事業 中央公民館 地域住民の生涯学習活動を推進し、地域の活性化を図る。 一般 ４講座
【成果】各講座への参加により、市民交流と親睦が図られ
た。
【課題】講座内容の固定化、参加者数の減少。

５講座 127

４ 北温分館 温根別公民館 分館環境整備・料理教室・手芸教室・親子ふれあい祭など 一般
【成果】
【課題】

25

５ 壬子分館事業 地域教育課
壬子地区運動会、パークゴルフ大会、手芸教室、料理教室、
手芸教室、室内軽スポーツ

一般
【成果】
【課題】

40

６ 三栄分館事業 地域教育課
ゲートボール大会(年2回)、収穫感謝祭、料理教室、手芸教室
(2回)

一般
【成果】
【課題】

40

７ 登和里分館事業 地域教育課
登和里地区運動会、フラワーアレンジメント、新年レクリ
エーション、手芸教室、パークゴルフ大会、料理教室

一般
【成果】
【課題】

40

８ 朝日郷土資料室整備業務 地域教育課 郷土資料の維持管理
【成果】
【課題】

500名 1,658

９ 瑞穂獅子舞伝習館管理業務 地域教育課 施設の維持管理
【成果】
【課題】

325

１０ あさひｻﾝﾗｲｽﾞﾎｰﾙ管理業務 地域教育課 指定管理
【成果】
【課題】

85,166

１１ 生涯学習情報センター施設整備 図書館 施設内各設備修繕 －

【成果】非常灯ランプ交換（10箇所）
　　　　誘導灯本体・蓄電池・ランプ交換（11箇所）
　　　　情報センター地下湧水処理
　　　　視聴覚室ワイヤレスマイク更新
【課題】

－ 5,980

非常灯ランプ交換 （9箇所）
誘導灯本体・蓄電池・ランプ交換 （11箇所）
地階内装改修
無線LANルーター設置
可動式三面鏡購入

５．教育・学習環境の整備

（１）地域とともにある学校づくりの促進（学校教育課・社会教育課・東高校）

分　館・施　設　管　理　関　係

実績 計画
事業名 担当 事業内容 対象
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社会教育委員の研究活動（令和３～４年）のまとめ・総括

１．研究活動の概要

【令和３年度】

【令和４年度】

２．意見・回答について

資料３「社会教育への意見回答」のとおり

３．総括

社会教育委員の職務について、社会教育法では、

第十七条 社会教育委員は、社会教育に関し教育委員会に助言するため、次の職務を行う。

一 社会教育に関する諸計画を立案すること。

二 定時又は臨時に会議を開き、教育委員会の諮問に応じ、これに対して、意見を述べること。

三 前二号の職務を行うために必要な研究調査を行うこと。

２ 社会教育委員は、教育委員会の会議に出席して社会教育に関し意見を述べることができる。

３ （省略）

今回の研究活動は、上記の社会教育委員の職務を遂行するために、「社会教育」「社会教育委員の役割」、

「士別市の社会教育事業」について共通理解を図りながら、各委員の私見や経験をもとに社会教育行政への

助言をいただくことを目的に行いました。事業の実績や計画を事務局から説明するだけでなく、各社会教育

施設の職員から施設の役割や事業の狙いを説明することで、社会教育行政全体と各施設の役割の理解と委員

の経験や知識を合わせて、社会教育への助言をいただく流れとしました。

今年度、第２回、第３回の会議ではグループワークを行い、多種多様なご意見をいただきました。委員各

自が地域で行っている活動や、地域部活動など初めて聞く話題などに触れ、多様なご意見をいただくことが

できました。令和３年度第１回の会議にて、工藤社会教育アドバイザーが社会教育委員の役割の説明にて「ど

うせやるなら、楽しく、やりがいのある活動にして、少しでも自分自身にプラスになる活動にしませんか。

大人の学び合いの場です。正解などありません。まずは、自分考え、次に仲間の考えを出し合い、お互い何

かを吸収して帰りたいですよね。「トモニ オシエ ソダチアウ」関係です。」という言葉を体現できたので

はないかと思います。興味や関心、考えや知識、経験が異なる各委員独自の視点から多様なご意見を出して

もらったことは、大変有意義な機会になったと考えます。

第１回
・社会教育・社会教育委員の役割について

説明：工藤社会教育アドバイザー

第２回 ・社会教育施設・社会教育事業の目的について 「中央公民館」「図書館」

第３回 ・令和３年度事業報告

第１回

・令和４年度の事業計画と改善点

・社会教育施設・社会教育事業の目的について

「博物館」「合宿の里・スポーツ推進課」

第２回 ・グループワーク

第３回 ・グループワーク

第４回 ・令和５年度事業計画とその改善点

資料５



４．展望

『生涯学習推進の中心的役割を担う社会教育については、SDGs の視点からも、多様な人々が相互理解の

もとで共生していく社会の実現に向けて、極めて重要な役割を果たすものと期待されています。特に、一人

ひとりの自発的な学びの成果が地域社会に還元され、リカレント教育が人生100年時代における豊かな社

会の構築に大きな影響を及ぼすとも捉えられています。』（令和５年度士別市教育行政執行方針から）

また、来年度は新型コロナウイルス感染拡大防止対策が緩和され、３年間、規模の縮小や中止をしてきた

社会教育事業も以前のような活気を取り戻すことができることが予想されます。障がいの有無や LGBTな

ど、一人ひとりを受け入れながら、市民の学びが実現できるように、委員の皆様のご経験やお考えに基づく

助言をいただきながら、より深い学びと協議の場を多く作れるように本会議を進めていきたいと思います。


